
矢吹町雨水管理総合計画【概要版】 

1. 計画策定の背景と目的 

近年の気象は、私達がこれまで経験したことのない「気温記録の更新」や「記録的な降雨」に見舞われています。この

ような異常気象は、地球温暖化の影響であると報告されていますが、今のところその関係性は研究中であります。この気

象の変化は、私達の生活に大きな影響を与えており、生命の危機や資産の損失を引き起こすことにもなりかねません。 

私達は人々の安全・安心を確保するために、自然現象の変化と向き合い対応していかなければなりません。そこで、多

発する被害への対応を図るため、平成 27 年 5 月 20 日に「水防法等の一部を改正する法律」が公表され、これを受け

て同年下水道法の改正により雨水公共下水道制度が創設されました。この制度により内水氾濫被害のリスクの高い地区

を明確化し被害の最小化を図るために効率的な対策として、ハード・ソフトの整備により総合的な浸水対策を図ることが

必要となりました。 

「矢吹町雨水管理総合計画」は、浸水シミュレーション（内水ハザードマップ）を活用し、下水道による浸水対策を計

画的に進めるため、策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このことから、本町の下水道による雨水事業について、 

 

 

 

 

これらの基本方針を定め、下水道による浸水対策を計画的に進めるため、「矢吹町雨水管理総合計画」 

を策定しました。 

2. 浸水対策実施区域（重点対策地区・一般地区） 

浸水対策を実施すべき区域の設定にあたっては、浸水被害の発生状況 

や浸水リスク、資産・人口の集積状況等を勘案して、「重点対策地区」、 

「一般地区」に分類を行いました。 

浸水リスクの集計結果を用いて、浸水リスク及び都市機能集積度に 

基づき 9 分割のマトリクスを作成し、各ブロックにリスクランクを 

設定しました。縦軸を浸水リスク、横軸を都市機能集積度に設定し、各軸 

の最大・最小値は、ブロックの最大・最小評価値としました。また、リス 

クランクの境界値は、各軸を 3 等分したときの値としました。 

 

 

図 1 浸水対策実施区域設定(リスクマトリクス) 

3. 段階的対策計画検討 

当面・中期・長期の段階に応じた対策メニ

ュー案について、地域の状況に応じた対策を

検討し抽出します。本町では、未整備区域と

なっている排水区での雨水施設の整備や既

存施設の詳細調査と下水道への移管等、継続

的な雨水事業の推進と維持管理を中期・長期

計画に位置付け、雨水管きょ整備や集水桝の

設置等の比較的早く整備でき、早急に効果を

上げる事ができる対策を、当面計画に位置付

けました。 

当面計画では、各取り組みに着手し、整備

目標(56.1mm/hr)への対応を目指します。

中期計画では、ハード対策を中心に各取り組

みを拡充させ、整備目標(94.5mm/hr)への

対応を目指します。長期計画では、ハード対

策と流域対策と土地利用対策で 94.5mm/hr まで対応し、ソフト対策を拡充し、整備目標(120mm/hr)への対応を目

指します。 

 

     表 1 段階的な対策方針 

 

本町では、関係部署と連携を図りながら、効率的に事業に取り組んで行きます。

一律の水準整備 

浸水への対応は事後 

効果的な浸水対策が行えず、 

雨水整備がなかなか進まない 

地域に見合った水準で整備 

計画的に浸水へ対応 

「優先順位・手法・スケジュール」 

を明確化し、効果的、効率的な浸水 

対策を計画的に進める 

・どこを重点的に整備していくのか（対策区域や優先順位の明確化） 

・どのレベルで整備していくのか（対策目標と整備水準の検討） 

・いつまでに整備していくのか（時間軸による段階的な対策計画の設定） 
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図 2 雨水管理方針マップ 

 

当面から長期にわたり 

未整備施設の整備 

既存排水施設の詳細調査 

清掃・維持管理等のソフト対策 

新たに発生した浸水被害の対策 


